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新聞紙遊び 

～かみなりどん遊び～ 

小 
学級活動 

２年１組 

（生活） 

 

＜ねらい＞ 
新聞紙玉を袋に入れたり、新聞紙をちぎったりする。 
新聞紙を使った活動を通し、教師や友達とやりとりして楽しむ。  
遊び方がわかり、活動を楽しんだり、したい思いを伝えたりする。  

学習内容 学習活動 指導上の留意点・準備物 

１． あいさつ 

２． 始まりのうた 

「♪つなげつなげ」 

３． 絵本の読み聞か

せ・模倣遊び 

『かみなりどんがやっ

てきた』 

 

 

 

 

４． へそ集め 

(玉入れ) 

 

 

 

５． 新聞紙破り 

① パンチ 

 

② 新聞紙おばけ

(新聞紙バル

ーン )をやっ

つけよう 

 

６． 片付け 

７． あいさつ 

 

○教師や友達と手をつないで歌い、活動へ

の気持ちを高める。 

○絵本の読み聞かせを見聞きする。 

○歌に合わせたり教師の模倣をしたりし

て、手で体を隠す。 

 

 

 

 

 

○床に撒かれた、へそに見立てた新聞紙玉

をみんなで拾って袋に集める。 

 

 

 

○目の前に新聞を広げてもらい、力一杯パ

ンチしたりちぎったりして新聞紙を破る。 

 

○セラピーマットに寝転がり、教師が振る

バルーンの動きを楽しむ。 

○新聞紙バルーンを破り、集めたり舞い上

げたりして遊ぶ。 

 

○新品のゴミ袋に新聞紙片を集める。 

○着席してあいさつする。 

 

 

 

・絵本・歌詞カード 

◎模倣遊びで行う歌も歌いながら

読み聞かせをする。 

◎示されたところを隠すことがで

きれば「セーフ！」と言い、成功し

たことをみんなで喜ぶ。上手く隠

せなかったときはくすぐって楽し

ませる。 

◎絵本の内容と新聞紙が繋がるよ

うに、新聞紙玉は「へそ」とする。 

・新聞紙玉(４０個以上) 

・ゴミ袋 

・新聞紙１０～２０枚 

◎へそを集めて「雷パワー」が高ま

り、パンチする設定で行う。 

・新聞紙バルーン(新聞紙８枚、ク

ラフトテープ) 

・セラピーマット４枚 

◎新聞紙の下にいる児童の安全に

気をつける。 

◎児童同士が破った新聞紙をもっ

てくすぐり合ったり、上からかけ

あったりしてやりとりし合えるよ

うに促す。 

・ゴミ袋(新品)１枚 

＜内容（工夫点など）＞ 

 絵本の内容と新聞紙での遊びをリンクさせるため、簡単なストーリー調にした。 

 新聞紙を破るとき、活動に気持ちを向けられるようモノクロの記事の面を児童側に向けるようにし

た。また、赤ペンで印をして破るところを示して注目しやすいようにした。 

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

 模倣遊び、ボール遊び、感覚遊びと３つの遊びを取り入れたため、マンネリ化せず、児童は楽しん

で取り組んでいた。ストーリー調の設定もスムーズに受け入れられた。新聞紙を思い切り破って楽し

むことが主な活動であったが、カラフルな面を児童側に見せると、記事に注目して活動に気持ちを向

けづらくなることがあったため、使用する面はなるべく地味なものにする必要がある。 

 


